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治療成績

図３に示すように，ステージ別では，ステージが
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亜部位別では前壁型が９例，側壁型が38例，後壁

型が４例であった。Ｔ分類はＴ１：８例,Ｔ２：１９例，

'１３：９例，Ｔ４ａ：１４例，Ｔ４ｂ：１例であり，Ｎ分類

はＮＯ：１２例，Ｎ１：７例，Ｎ２ａ：３例，Ｎ２ｂ：１２例，

N2c：８例，Ｎ３：９例であった。病期は１期：２例，

11期：５例，111期：７例，Ⅳa期：２７例，Ⅳb期：５

例，Ⅳc期：５例であり，進行期の症例が多く認め

られた（図1)。組織型は全例肩平上皮癌（高分化

型：１２例，中分化型：３２例，低分化型：７例）で

あり，亜部位としては前壁型９例，側壁型38例，

後壁型４例であった。治療内容は図２に詳細を示す

が，基本的にstage１，１１期症例では手術治療と放

射線治療，stagelll，Ⅳ期症例では2003年以前は

手術を中心とした集学治療を，2003年以降は放射

線併用超選択的動注化学療法を施行した。

はじめに

中咽頭癌は手術以外にも放射線や抗癌剤の効果が

高く，症例数も限られているため標準的治療は未だ

確立されているとは言えない。当科では2003年よ

り臓器温存を目指した根治治療目的にてシスプラチ

ン（CDDP）を主体とした動注化学療法を導入し，

その有用性について報告してきた')。今回は当科に

おける中咽頭癌全体の治療成績と，動注導入前後の

比較を行い，その有用性や今後の課題について検討

したので報告する。

対象・方法

対象は1996年４月から2009年10月までの間に

当科で一次治療を行った中咽頭癌症例５１例であ

る。性別は男‘性48例，女‘性３例，年齢は３３～79歳

(中央値62歳）であった。性別は男性48例，女性

3例，年齢は３３～79歳（中央値62歳）であった。
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ＮＯＮ１Ｎ２ａＮ２ｂＮ２ｃＮ３計 A:口内法による切除(表在癌）

口内法による切除後根治照射

B:原発巣は口内法による切除

リンパ節に対しては頚部郭清術
その後全身化学放射線療法

c:1996輿2002年

全身化学放射線療法

４０GVで評価し､ＣＲであれば
治療を継続､ＰＲ以下なら手術

２００３年以降

原発巣､リンパ節に対する
動注化学放射線療法
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図２当科における中咽頭癌の治療方針
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